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ブ
ロ
グ　

五
十
嵐
仁
の
転
成
仁
語
」
―
掲
載
２
０
１
１
年
12
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、
立
教
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
東
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ム
の
予
稿
集
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
昨
日
の
私
の
報
告
の
概
要
で
す
〕

　

福
島
第
１
原
発
事
故
は
、
日
本
が
経
験
し
た
第
４
の
核
被
害
で
あ
っ
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
、
ビ
キ
ニ
、

フ
ク
シ
マ
と
い
う
形
で
、
人
類
史
上
ま
れ
に
見
る
核
被
害
を
被
っ
た
日
本
の
科
学
者
や
政
治
家
は
、
そ
の
教
訓

を
明
ら
か
に
す
る
責
務
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
新
し
い
社
会
へ
の
構
想
を
示
す
の
が
政
治
の
責
任
で
あ
る
。
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Ⅰ　
「
原
発
震
災
」
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

 　
　
　
（
１
）
判
明
し
て
き
た
原
発
事
故
の
規
模

 　　

福
島
第
１
原
発
の
事
故
は
メ
ル
ト
・
ダ
ウ
ン
と
メ
ル
ト
・
ス
ル
ー
を
引
き
起
こ
し
、
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
海

に
流
出
す
る
危
険
性
が
生
じ
た
。
そ
の
原
因
は
、
大
地
震
に
伴
う
巨
大
津
波
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
揺
れ

に
よ
っ
て
配
管
な
ど
が
損
傷
し
た
可
能
性
も
大
き
い
。

　

そ
も
そ
も
、
津
波
に
対
す
る
脆
弱
性
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。「
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
」
で

は
「
大
き
な
事
故
の
誘
因
と
な
る
よ
う
な
事
象
が
過
去
に
お
い
て
な
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
将

来
に
お
い
て
も
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
を
前
提
と
し
て
お
り
、
大
津
波
が
襲
う
よ
う
な
場
所
に
立
地

で
き
な
い
は
ず
だ
。

　

過
酷
事
故
に
お
け
る
電
源
喪
失
の
危
険
性
も
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
暴
走
へ
の
備
え
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
原
子
炉
の
冷
温
停
止
に
向
け
て
は
長
期
に
わ
た
る
対
策
が
必
要
で
、
そ
の
間
、
放
射
能
の
放
出
は
続
く
こ

と
に
な
る
。
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（
２
）
放
射
能
被
害
の
大
き
さ
と
影
響

　

当
初
、
レ
ベ
ル
５
と
さ
れ
て
い
た
事
故
の
規
模
は
レ
ベ
ル
７
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
起
こ
る
は
ず
の
な
か
っ

た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
規
模
だ
が
、
事
故
を
起
こ
し
た
原
子
炉
が
４
機
に
も
な
っ
た
点
で
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

事
故
の
結
果
、
10
万
人
が
故
郷
を
追
わ
れ
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
遠
隔
地
で
も
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
出
現
し
た
。
稲
藁
の
汚
染
や
牛
肉
の
出
荷
停
止
な
ど
、
農
業
に
対
し
て
絶
大
な
脅
威
を
及

ぼ
し
た
。

　
「
風
評
被
害
」
も
拡
大
し
、
子
ど
も
へ
の
差
別
、
野
菜
の
販
売
不
振
、
中
古
車
や
日
本
製
品
の
輸
入
規
制
な
ど

ま
で
生
じ
た
。
福
島
の
子
供
の
45
％
が
甲
状
腺
被
ば
く
と
診
断
さ
れ
、
健
康
被
害
は
将
来
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
、

原
発
周
辺
地
域
へ
の
長
期
立
ち
入
り
禁
止
に
よ
っ
て
故
郷
が
失
わ
れ
た
。

 　
　
　
（
３
）「
原
子
力
村
」
の
実
態
―
―
六
角
形
（
政
・
官
・
業
・
学
・
報
・
司
）
の
利
益
共
同
体

　

原
発
推
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
利
益
共
同
体
＝
「
原
子
力
村
」
の
中
核
は
政
官
財
（
業
）
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
学
者
や
報
道
を
加
え
て
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
５
角
形
）」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
、
司
法
も
加
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え
た
い
。

　
「
原
子
力
村
」
は
利
権
を
介
在
し
た
癒
着
を
特
徴
と
し
、
北
海
道
知
事
の
資
金
管
理
団
体
会
長
は
元
北
電
会

長
、
自
民
党
県
議
77
人
が
東
北
電
力
の
役
員
と
し
て
年200

万
円
を
受
領
、
経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の

歴
代
院
長
６
人
の
う
ち
の
５
人
が
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
在
籍
（
東
京
８
／
19
）
等
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
九
電
の「
や
ら
せ
メ
ー
ル
事
件
」も
、古
川
佐
賀
県
知
事
と
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
担
当
者
に
よ
る「
示

唆
」
が
発
端
だ
っ
た
。

　

電
源
３
法
交
付
金
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
「
原
発
マ
ネ
ー
」
は
66
年
以
降
、
２
・
５
兆
円
（
毎
日
８
／
19
）
に

も
上
る
。
こ
れ
は
電
気
料
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
原
発
は
容
易
に
利
権
を
生
む
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
利
権
と
「
原
子
力
村
」
を
維
持
す
る
た
め
に
原
発
を
推
進
す
る
と
い
う
転
倒
し
た
構
図
が
形
成
さ

れ
て
い
く
。

 　
　
　

Ⅱ　
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て

　
　
　

　
　
　
（
１
）「
安
全
神
話
」
の
崩
壊
と
「
地
震
付
き
原
発
」
の
危
険
性

　

人
間
の
や
る
こ
と
に
「
絶
対
」
は
あ
り
得
な
い
。
今
回
の
事
故
で
「
安
全
神
話
」
は
崩
れ
、
原
発
は
危
険
で

ダ
ー
テ
ィ
ー
、「
金
食
い
虫
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。「
国
策
民
営
」
に
よ
る
原
発
の
推
進
、
核
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兵
器
開
発
の
潜
在
的
能
力
の
保
持
と
い
う
目
論
見
も
誤
り
だ
っ
た
。

　

日
本
は
環
太
平
洋
地
震
帯
の
上
に
あ
り
90
年
代
か
ら
地
殻
変
動
の
活
動
期
に
入
っ
て
い
る
。
地
震
の
少
な
い

東
海
岸
に
立
地
す
る
米
国
や
古
い
地
層
が
大
半
の
フ
ラ
ン
ス
と
は
違
う
。
激
し
い
揺
れ
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
、

巨
大
津
波
の
脅
威
、
地
盤
の
隆
起
・
陥
没
・
液
状
化
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
日
本
の
原
発
は
豆
腐
の
上
に

あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
　
　

　
　
　
（
２
）
明
ら
か
に
な
っ
た
限
界
と
制
約

　　

第
１
に
、
技
術
的
制
約
が
あ
る
。
今
回
の
事
故
が
起
き
な
く
て
も
、「
川
上
」
と
「
川
下
」
で
の
放
射
能
汚
染
、

使
用
済
み
核
燃
料
の
処
分
、
取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
活
用
、
冷
却
し
た
温
排
水
に
よ
る
直
接
的
な
海
水

温
の
上
昇
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

第
２
に
、
コ
ス
ト
上
の
制
約
が
あ
る
。
国
策
に
よ
る
支
援
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ず
、
い
っ
た
ん
事
故
が
起

き
れ
ば
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
国
が
税
金
と
し
て
電
力
会
社
に
負
担
さ
せ
、
消
費
者

に
転
嫁
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て
き
た
。
国
の
支
援
な
し
で
は
原
発
は
ペ
イ
し
な
い
。

原
発
か
ら
撤
退
す
れ
ば
、
電
気
料
金
は
下
が
る
だ
ろ
う
。

　

第
３
に
、
政
治
的
な
面
で
の
制
約
も
強
ま
っ
て
い
る
。
事
故
被
害
の
大
き
さ
を
知
っ
た
国
民
は
新
増
設
を
許

さ
な
い
し
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
運
動
や
裁
判
も
お
こ
る
。
も
は
や
原
発
は
安
全
で
な
い
こ
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と
が
実
証
さ
れ
た
か
ら
、
裁
判
官
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ゴ
ー
・
サ
イ
ン
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
制
約
か
ら
し
て
、
原
発
か
ら
の
撤
退
は
長
期
的
に
は
不
可
避
。
そ
れ
を
早
め
る
に
は
、
大
き
な
運

動
と
世
論
の
後
押
し
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
（
３
）
大
き
く
変
化
し
た
政
策
と
世
論

　

世
論
は
賛
成
か
ら
反
対
に
転
換
し
、原
発
は「
時
間
を
か
け
て
削
減
す
べ
き
だ
」74
％
と
い
う
結
果
も
あ
る（
毎

日
８
／
21
）。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
も
見
直
し
の
方
向
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
成
立
、
原
子
力

安
全
庁
の
新
設
な
ど
の
新
た
な
動
き
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
生
か
し
て
、で
き
る
だ
け
早
く「
原
発
ゼ
ロ
」

へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
総
額
原
価
方
式
な
ど
の
料
金
体
系
、
発
電
、
送
電
、
配
電
の
あ
り
方
、10

電
力
会
社
に
よ

る
地
域
独
占
、エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
の
内
容
な
ど
を
改
革
し
な
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
発
を
食
い
物
に
す
る
「
原

子
力
村
」
を
解
体
し
、原
発
を
「
儲
か
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
変
え
れ
ば
電
力
会
社
は
撤
退
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

 　
　
　

Ⅲ　

豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

 　
　
　
（
１
）
日
本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
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日
本
の
現
状
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
９
％
（
水
力
が
８
％
）、
原
子
力
29
％
、
火
力
62
％
（
石
炭
25
％
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
29
％
、
石
油
等
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
中
小
水
力
（
１
０
０
０
ｋ
ｗ
以
下
）、
地
熱
、

太
陽
光
（
熱
）
発
電
、
風
力
、
潮
力
（
波
力
）、
バ
イ
オ
マ
ス
、
雪
氷
熱
利
用
、
温
度
差
熱
の
利
用
な
ど
に
よ

っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

岩
手
県
葛
巻
町
で
は
、
風
車
15
基
、
太
陽
光
発
電
、
牛
２
０
０
頭
の
糞
尿
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
37
ｋ

ｗ
の
発
電
に
よ
っ
て
１
８
０
％
以
上
を
自
給
し
て
い
る
。
海
に
囲
ま
れ
、
森
林
や
水
資
源
が
豊
富
で
世
界
第
３

位
の
地
熱
大
国
で
あ
る
日
本
は
、
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
国
な
の
だ
。

　
　
　
（
２
）
将
来
の
可
能
性
―
―
地
域
起
こ
し
と
輸
出
産
業

　

原
発
は
大
規
模
集
中
型
だ
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小
規
模
分
散
型
産
業
で
あ
る
。
地
場
産
業
と
し
て
の
中

小
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
地
域
起
こ
し
の
手
段
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
日
本
の
技
術
力
は
高
く
、
地
熱
発
電
は
世
界
シ
ェ
ア
の
７
割
を
占
め
て
い

る
。
発
展
途
上
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
て
は
、
原
発
で
は
な
く
環
境
技
術
を
輸
出
す

る
べ
き
だ
。
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（
３
）
脱
原
発
社
会
と
「
第
４
の
革
命
」
に
向
け
て

　

福
島
の
人
々
は
大
き
な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
が
救
わ
れ
な
け
れ
ば
報
わ
れ
な
い
。

福
島
の
人
々
の
犠
牲
を
無
駄
に
せ
ず
、
脱
原
発
社
会
に
向
け
て
「
第
４
の
革
命
」
を
主
導
す
る
の
が
政
治
の

責
任
だ
。

　

第
１
の
農
業
革
命
は
定
住
化
を
進
行
さ
せ
、
第
２
の
産
業
革
命
は
石
炭
・
石
油
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
、
第

３
の
革
命
は
Ｉ
Ｔ
（
情
報
化
）
革
命
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
第
４
の
革
命
は
、
環
境
革
命
・
新
産
業
革
命
だ
。

　

こ
の
方
向
に
意
識
的
に
転
換
し
、「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
」
の
形
成
を
目
指
す
べ
き
だ
。
Ｆ
は
食
料
と
農
業
（
フ

ー
ド
・
フ
ァ
ー
ム
）、
Ｅ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
産
業
、
Ｃ
は
ケ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
内
自
給
に
よ
る
循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
の

が
政
治
の
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
時　

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
長
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


